
○

○

☆

☆

☆

△

△

▼

＜学習のねらい＞

３０秒間ミキサーを動作させ、しっかり撹拌させる。

ボタンを長押しししたり細かく押したりして仕上げの拡販をする等、自分で動作させて
状態を確認しながら取り組む。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

スマートフォンでタイマーをセットする。

教員と一緒に手順や量を確認しながら、パルプと水をミキサーに入れる。

生徒の興味を引くスイッチ等の機器を用いたことで、撹拌作業に集中して取り組むことができ
た。

自身で撹拌の状態を確認し、調整しながら取り組むことができた。

ミキサーのふたが閉まっているかを確認し、スイッチを押して撹拌する。

職業

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高Ａ N・K
＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

ボタンスイッチ

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

Word、ローマ字の文字入力等に慣れる

保存方法、プリントアウトの方法を覚えて印刷する

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

ローマ字表を見ながら入力する

プリントアウトの方法を覚えて印刷する

ローマ字表を見ながら文字入力ができるように努力していた

保存方法、プリントアウト方法についてお互いに教えあっていた

時間がかかる

ロングホームルーム
（前期目標作成）

ノートパソコン

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高B S・K　K・T
Y・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

生活単元学習 大型TV、iPad、アプリ「Canva」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高Ｃ M・Y　S・K　M・Y
H・A　N・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

アニメーションを使うことで視覚的興味の拡大

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

iPadのCanvaというアプリを使って自己紹介カードをつくりました

アニメーションがいっぱいあって作成時から発表時までみんな集中して取り組むことが出来た。

慣れないと使い方が少し難しいので、教員が常に介入しないと進めない。

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

みんなで映像を楽しむ

友だちの好きなものを一緒に楽しむ

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

高めのテーブルに超短焦点プロジェクターを設置して、教室天井に映像を映す。

高めの台の方が、映像がきれいに映る。（プロジェクターとの距離）

教室全体が映像の雰囲気になり、注目することが難しくても迫力を感じることができる。

天井までの距離があるが、集中して視線を向け続けている生徒もいた。

天井までの距離があるため、視線を向けづらい生徒もいた。

自立活動（集団活動） GIGA-ipad、超短焦点プロジェクター
YouTube（好きな動画）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高D グループ全員
＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

総合的な探求の時間
「インタビュー活動」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高Ｅ S・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

iPad、アプリ「DropTalk」

要するため、それには別の代替手段も必要だと感じた。

＜学習のねらい＞

口頭での表出が難しい生徒が自分の考えを伝えるための代替手段として活用

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

事前にインタビューしたい内容を生徒が入力する

インタビュー時に、用意した質問のボタンを生徒がタップして質問する

主体的に質問することができて、満足そうだった。

自分の尋ねたい順番を考えて質問することができた。

予め用意していた質問でのやり取りが可能だが、その場でやり取りを広げるには時間を

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

自立活動時間における指導 タブレット、アプリ「Google Meet」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高訪問 U・Y

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞
在宅訪問の友達を知る

友達を意識する

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

タブレットによるリモート合同授業

友達に演奏発表をする。

リモート慣れをしており、高校生として小学部の友達をリードすることができた。

2台のタブレットを使うため、セッティングに時間がかかる。

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

国語・数学 大型TV、ノートパソコン

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

3G O・T　K・R

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

在籍生徒３名全員が視野や視力に課題がある。見やすさのさらなる工夫が必要。

＜学習のねらい＞

絵本の画像を見やすく処理し、注目させる。

(絵本をスキャナーで取り込み、画像を処理し、パワポで背景を濃い色にした)

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

部屋を暗くして、ブラインドの下を黒いシートで光を遮断した。

絵本の読み聞かせを大型TVの下で行った。

視野が狭いと思われる生徒が注目しやすくなった。

生徒の体調によっては、床に布団を敷いて降りることもある。

高等部



○

〇

○

☆

☆

△

△

▼

▼

美術 iPad

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高A T・N

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

様々な画材を活用して絵を描くことができる。

塗り間違えてもやり直しができる。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

写真やイラストを下に敷いて、レイヤーを重ねて描きました。

やり直しができる。

気軽に取り扱いやすい。細かいところは拡大して描くことができた。

弱い力でも描きやすい。

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

英語 アプリ「key note」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高A・B K・S  T・S  K・Y
H・I  C・N

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

自己紹介をする上で、文字に加えて音声をつけることで、理解を促す。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

日本語で自己紹介を書き、それを英文に直す

key noteで音声を聞きながら、個人で練習をする。

音声のスピードを２段階にしたことで、話す速度を選ぶことができた。

個別で練習をすることができた。

文章を少し変えたい時に音声の入力が再度必要となる。

T,S

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

音楽 GIGA-iPad、アプリ「Voice Plus」

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高C M・Y　S・K　H・A
M・Y　N・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

＜学習のねらい＞

音の変化による感じ方の違いに気付き、好きな音を見つける。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

あらかじめGIGAサーバーに曲を入れ、アプリを起動して好きな曲を入れる。

アイコンを選択し、音の変化を感じ、最後は自分好みの音にした曲を発表する。

好きな音を見つけ、楽しい気持ちを全身で表す生徒もいた。

発展させることが難しい。

写真なし

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

美術
GIGA-iPad、アプリ「Adobe Fresco」

スライタスペン、タブレットアーム

大型TV

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高D グループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

視覚的なフィードバックは得られるが、感覚的なフィードバックは少ない。

＜学習のねらい＞

ICT機器を使った美術活動を体験する。

色の変化、作品の完成に気付く。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

事前に教員の用意した下絵を用意し、別のレイヤーに生徒が指やペンで色を塗る。

塗った後に下絵の周りを塗りつぶして完成。（大型TVで様子を見せながら鑑賞）

色の変化に目を向けられる生徒もいた。角度調整等しやすい。

汚れる心配がないので、生徒１人に教員１人でも問題なく活動を行える。

指一本での色塗りが、類型Ⅳの生徒には難しく、自助具などが必要。

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

不明。コミュニケーションツールにまで発展させるには時間と工夫が不足していた。

＜学習のねらい＞

視線入力を表出の手立ての１つとして知ることができる

視線入力を用いて適切に活動することができる

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

パソコンにそれぞれの視線入力情報を登録する

EyeMoTのゲームでスコアアタックをする

適切に視線入力することができていた。

ゲーム感覚で楽しく活動に取り組むことができた。

ゲームとして留まってしまい、表出の手立てという認識まで至ったかというと現時点では

LHR
パソコン、アプリ「EyeMoT」

tobii（アイトラッカー）

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高E グループ全員

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

写真なし

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

ビンゴゲーム

クリスマス

＜学習のねらい＞
在宅訪問の友達を知る

友達を意識する

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

タブレットによるリモート合同授業

友達に演奏発表をする。

リモート慣れをしており、高校生として小学部の友達をリードすることができた。

2台のタブレットを使うため、セッティングに時間がかかる。

訪問リモート交流授業
「クリスマス」「ビンゴゲーム大会」

タブレット

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

高訪問 U・Y

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

高等部



○

○

☆

☆

△

△

▼

▼

＜学習のねらい＞

目と手（身体）の協応。

好きな色をめがけて身体を動かす。

＜学習方法・手順＞

＜児童生徒の反応・課題点＞

好きな色（ピンク・黄色・水色の中から）を選択する。

ウェブカメラを使い、選択した色をめがけて身体を動かす。

音楽

＜グループ名＞ ＜対象児童生徒名＞

3G M・O　M・M
R・K

＜実践授業名＞ ＜使用機材＞

ノートパソコン、アプリ「KAGURA」

顔が上にあがった。

身体を動かすことができた。

音のバリエーションを増やす。

友だちとの音合わせを楽しむ。

高等部


